
創立者墓参～ゆかりの地を訪ねて～ 

 

 

哲学の道の起点近く、熊野若王子神社から登山道を 20 分ほど進むと、新島襄先生、八重先生を
はじめ同志社ゆかりの宣教師や人々が安らかに眠る墓地があります。 
 

創立記念日と創始者・新島襄先生の永眠記念日には、毎年、同志社の大切な行事としてこの場
所で祈祷会が行われ、愛を基とする建学の精神が語られます。 
 

若い学生から年配者まで世代を超えた多くの人々が、この若王子山上に集い、神の前に感謝と
祈りを捧げます。 
 

4 月の墓参では、新島先生が愛唱された讃美歌を歌い、副校長の竹山先生から聖書のお話しと
同志社ゆかりの人々のエピソードを伺い、花を手向けお参りをします。 
 

下山後は、ランチをいただきながら時間の許す限り気軽にお喋りをする『大人の遠足』です。 
 

 

いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているのは愛です。 
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